


平成３０年２月２６日 

政務活動報告書 

 

１、 調査事項：九州オルレの視察 

（オルレ：韓国・済州島の言葉で「家に帰る細い道」の意味で、自然を楽しみながら歩くトレッキング

コースを指す。＜「コトバンク」より一部引用＞） 

２、日程：平成 30年 2月 5日・6日 

３、行先：佐賀県武雄市・唐津市 

４、同行者：公明党 隅田 雅春、園田 依子 

５、目的 

日本が少子高齢化に進む中、経済活性化の方法の一つがインバウンドへの取り組みと考

えています。今、観光客の多くは、東京や名古屋、京都、大阪等のゴールデンルートを訪問

されています。政府が２０２０年、訪日客４,０００万人の目標を掲げる中、いかにして地

方に目を向けていただくかが喫緊の課題です。九州は九州観光推進機構を立ち上げ、一丸と

なって観光客誘致に取り組んでおられます。６年前から済州オルレと連携して九州オルレ

を立ち上げ、現在１９コースが認定、この３月には２コースが追加認定され、計２１コース

となります。 

１０年前、孫氏が済州オルレを立ち上げました。それが今や年間２００万人の観光客が済

州オルレを目的に訪問されています。韓国からの観光客を呼び込む大きな方法の一つがオ

ルレと考えます。平成３０年１月に西帰浦市の済州オルレ協会を訪問し、オルレについて調

査を行いました。条件は、 

①１ルート１４～５キロ 

②生活道などを通り道はアスファルト道がコースの半分以下 

③コースの認定は済州オルレ協会のスタッフが現地を見て決める。 

④ロイヤリティーは１００万円 

⑤毎年スタッフが現地の運営状況を視察に行く 

⑥コースにはアッと驚く景観が必要 

 

等々でした。実際に事業化していくには、多くの課題があると感じましたので、済州オルレ

と提携されている九州オルレの実態を知り、今後の参考とすることを目的としました。 

 

６、武雄市・唐津市の現状 

(１)武雄市について 

まず、武雄市役所の観光関係職員の方に同行いただき、現地を一緒に歩いていただきまし



た。コースは武雄温泉駅を起点としたもので距離は１４ｋｍでした。 

このコースのポイントは、 

① 貴明寺（ここはお茶が用意されています） 

② 池ノ内湖（この堰堤は案内チラシの表紙です） 

③ 武雄の大楠 

④ 武雄温泉楼門 

⑤ 山岳遊歩道 

 

などがあります。そのほか、武雄市が一望できる高台や岩山もあるなど、特筆すべき眺望が

多くありました。 

現地視察の後に、事業説明等を聞きました。武雄市内の宿泊者は年々増加しており、平成

２８年は７,０００人。女性の割合が高く、４０～５０代の方が７５％を占めています。イ

ベント時のアンケート調査においては、半数が初めての人とのことです。新しいコースを求

める方や全コース制覇を目指している人が多いとのことです。訪日外国人のリピーターが

多く、その回数も５～１０回の人が多いとのことです。また、お手軽コースとして「武雄さ

んぽ」を４コース作ったとのことです。 

費用に関して、ロイヤリティー（※権利を持つものに対して利用者が支払う対価）は１０

０万円ですが、その内、６０万円は九州機構が負担、自治体の負担は４０万円です。そのほ

か維持管理費としてコースの草刈り５０万円、広告掲載費（雑誌）３０万円、イベント参加、

プサン旅行博参加など９０万円を要し、年間運営経費の合計は約２２８万円でした。 

武雄オルレにおいては、ボランティアガイドが１３名在籍しており、１～２か月に１回「ガ

イド交流会」を開催されています。ガイド料金は１時間１０００円が基本で上限が４,００

０円となっています。 

 

（2）唐津市について 

当日は雪の影響で名護屋城のコースに行けませんでしたが、唐津市役所観光関係職員か

ら説明をいただきました。唐津コースは、海岸沿いにあり、景勝地や史跡が多くあるところ

ですが、公共交通の便が悪いことが課題として考えられます。参加者の中には、コースを歩

いた後に温泉に入りたいと希望する方が多いようです。なお、オルレを目的に唐津を訪れ、

宿泊する人は少ないとのことでした。オルレコース選定にあたっては、済州オルレスタッフ

のアドバイスもあり、何度かコースを変更したとのことです。 

コース維持費、今年度までは、名護屋城のスタッフのボランティア費用で４５,０００円

と少なかったが、新年度は４０万円計上する。広告費１８３万円。パンフレット２１万８０

００円。オルレに対して、今後さらに力を入れて取り組まれるとのことであった。 

 

７、考察 



オルレの設置については、韓国人観光客を呼び込む重要な手段であると感じた。 

篠山市単独ではなく兵庫県、また近隣の京都府と一緒に取り組めれば話題としても強く、

経済負担面でも軽減することが出来るのではないか。また、景勝地（お城周辺・草山地区（観

音湯が魅力））をどのように選び出すかについては、戦略的に考えていくべきと考える。 

例えば「武雄さんぽ」のような３～４キロのお手軽コースから始めるのも良いのではないか。

また、視察先の両市については、外国の文化等についての理解が深く、篠山市としても参考

にしていくべきと考える。 

 








